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0
秋
季
講
崖
昭
和
五
十
三
年
十
月
二
十
三
日
（
月
）
よ
り
二
十
八
日
（
土
）

ま
で
、
本
会
及
び
大
阪
大
学
文
学
部
主
催
、
朝
日
新
間
社
後
採
で
、
大
阪

大
学
松
下
会
館
四
陪
溝
棠
に
於
て
、
毎
日
午
後
六
時
半
よ
り
八
時
ま
で
、

第
五
十
七
回
恢
徳
堂
講
座
開
揺
、
聴
晶
者
廷
二
百
十
人
。

油
題
と
溝
師

硲
末
日
本
人
の
中
国
観
京
都
大
学
名
脊
教
只
日
比
野
丈
夫
氏

イ

ス

ラ

ム

の

地

理

思

想

大

阪

大

学

助

教

拉

高

橋

正

氏

宣

長

と

篤

胤

同

子

安

宣

邦

氏

古

代

の

中

国

殷

業

滋

買

大

学

教

拉

米

田

賢

次

郎

氏

中

国

社

会

と

商

業

大

阪

大

学

助

教

拉

掘

波

義

信

氏

唐

中

期

の

仏

教

と

国

家

京

都

大

学

助

教

投

訊

波

設

氏

0
記
念
祭
典
昭
和
五
十
三
年
十
一
月
十
日
（
金
）
大
阪
大
学
松
下
会
館

四
階
講
堂
に
於
て
、
午
後
一
時
よ
り
祭
典
執
行
、
終
っ
て
追
手
門
学
院
大

学
教
授
今
井
宇
三
郎
氏
の
「
復
其
見
天
地
之
心
乎
」
と
辿
す
る
晶
油
が
あ

っ
た
。
0
勝
本
鼎
元
（
評
議
員
）
昭
和
五
十
四
年
一
月
六
日
逝
去
。
謹
ん
で
哀

悼
の
平
品
を
表
す
。

0
巻
李
溝
匝
昭
和
五
十
四
年
五
月
二
十
一
日
（
月
）
よ
り
二
十
六
日
（
土
）

（
懐
徳
堂
記
念
会
）

報

七

ま
で
、
本
会
及
び
大
阪
大
学
文
学
部
主
催
、
岡
日
莉
即
社
後
扱
で
、
大
阪

大
学
松
下
会
館
四
階
講
堂
に
於
て
、
毎
日
午
後
六
時
半
よ
り
八
時
ま
で
、

第
五
十
八
回
怯
徳
堂
講
庄
間
諮
、
聴
晶
者
延
二
百
五
十
人
。

油
題
と
講
師

羞

喝

大

師

の

至

誡

心

仏

教

大

学

学

長

水

谷

幸

正

氏

明
治
初
年
の
堺
県
と
小
河
知
事
大
阪
大
学
教
投
山
中
永
之
佑
氏

菅

原

道

真

の

詩

和

歌

山

大

学

教

投

菅

野

礼

行

氏

西

村

天

囚

と

恢

徳

堂

東

京

大

学

教

反

戸

川

芳

郎

氏

中
国
地
凶
史
に
お
け
る
近
年
の
発
見
奈
良
女
子
大
学
教
校
船
越
昭
生
氏

「

許

経

」

と

歌

垣

大

阪

大

学

教

技

吉

田

恵

氏

0
昭
和
五
十
四
年
六
月
一
日
住
友
銀
行
よ
り
「
懐
徳
堂
の
過
去
と
現

在
」
三
千
五
百
部
寄
賠
を
受
く
。

0
昭
和
五
十
四
年
六
月
四
日
幹
事
印
雲
記
夫
氏
退
任
。

0
昭
和
五
十
四
年
六
月
四
日
古
田
完
氏
（
住
友
銀
行
秘
古
室
長
）
幹
事

先
壬
。
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0
昭
和
五
十
四
年
八
月
二
十
五
日
理
事
若
槻
哲
雄
氏
理
事
退
任
。

0
昭
和
五
十
四
年
八
月
二
十
五
日
山
村
雄
一
氏
（
阪
大
学
長
）
鯉
富
就

任。

〇
快
徳
堂
記
念
扇
子
調
製
昭
和
五
十
四
年
十
月

狩
野
君
山
先
生
黒
迩

「
消
明
時
節
雨
紛
紛
路
上
行
人
欲
断
魂

借
間
酒
家
何
処
有
牧
童
遥
指
杏
花
村
」



（
堂
友
会
記
事
）

昭
和
五
十
三
年
十
月
一
二
十
日

十
一
月
十
九
日
近
江
路
信
楽
町
方
面
、
紫
香
楽
宮
趾
、
信
楽
洸
窯
元
、

春
日
神
社
、
常
信
寺
、
富
川
大
磨
塁
仏
、
法
楽
寺
、
佐
久
奈
度
神
社
の

見
学
会
を
な
す
。
御
指
焉
は
宇
野
茂
樹
文
学
府
士
で
参
加
四
十
名
。
毎

々
乍
ら
一
同
満
足
し
て
秋
の
一
日
を
楽
ん
だ
。

昭
和
五
十
四
年
四
月
十
五
日
滋
賀
県
大
津
市
と
守
山
市
方
面
、
盛
安

寺
、
浮
見
堂
、
居
初
庭
、
真
光
寺
、
善
立
寺
、
諷
音
芋
、
常
教
寺
、
遮

滋
寺
へ
の
一
日
見
学
会
を
偲
し
、
宇
野
茂
樹
先
生
の
相
い
も
変
ら
ぬ
い

と
も
御
懇
切
な
御
俎
樽
の
許
に
極
め
て
有
益
な
見
学
を
な
す
。
参
加
四

十
六
名
。

七
月
十
四
日
か
ら
十
五
日
に
か
け
て
の
一
泊
見
学
会
を
な
す
。

第
一
日
は
近
江
八
幡
市
方
面
の
荘
成
寺
、
日
牟
札
八
幡
宮
、
近
江
八
幡

史
料
誼
、
円
満
寺
、
宝
珠
寺
、
長
命
寺
を
廻
り
、
兆
楽
観
光
ホ
テ
ル
で

泊
り
、
愉
快
な
会
食
を
な
す
。

第
二
日
は
連
長
寺
、
仏
法
寺
、
望
乗
寺
、
福
寿
寺
、
冷
泉
寺
を
拝
観
し

て
非
常
に
愉
快
で
且
つ
有
益
、
矢
張
晶
師
は
お
馴
染
み
の
宇
野
茂
樹
先

生
で
あ
る
。
参
加
者
は
三
十
四
名
。

本
年
度
中
、
五
月
二
十
五
日
、
委
員
の
三
原
辰
之
助
氏
、
十
月
八
日
、
名

誉
会
員
の
濶
叫
詞
剋
吋
が
忍
逝
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
昨
秋
木
原
富
蔵
氏

が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
次
に
本
会

の
為
め
に
復
々
多
大
の
寄
附
金
を
賜
っ
た
方
々
に
対
し
て
有
り
難
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
木
付
会
長
御
夫
妻
様
、
中
野
杜
充
子
憬
。
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新
入
会
の
方
々
木
岡
清
、
八
木
福
子
、
仲
谷
芳
子
、
甲
賀
起
世
子
、
本
田

弘
、
川
崎
喜
三
郎
、

II

美
津
子
、
水
野
恵
司
、
榎
本
和
子
、
薄
葉
は

な
子
、
待
田
昭
子
、
沼
田
千
代
子
、
大
岡
政
子
、
西
酒
マ
ス
ミ
、
西
宮

直
和
、
城
本
和
俊
、
布
引
追
夫
、
山
口
雅
弘
、
中
川
芳
江
、
権
田
悦

ヵ
ャ
ガ
ふ
・

子
、
太
野
垣
嘉
代
子
、
久
保
栄
一
、
幸
寺
買
、
小
林
和
彦
、
関
滋
、

ス
、
人

高
倉
喜
美
子
、
名
倉
仙
蔵
、
西
田
奎
、
西
村
享
、
八
田
英
堆
、
西
川
テ

ル
（
以
上
三
十
一
名
様
敦
称
略
）

退
会
の
方
、
中
橋
久
馬
氏

会
員
紋
が
丁
度
百
八
十
一
名
様
、
会
長
を
は
じ
め
名
管
会
員
の
方
々
を
含

め
て
の
贄
況
、
細
同
疫
至
極
に
存
じ
ま
す
3

（
中
島
記
）
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